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第Ⅰ編 解説編 
 
１．「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」1のリリースについて 
物流分野の企業間電子商取引における国内統一の物流ＥＤＩ標準「ＪＴＲＮ」（ジェイトラン）は、平成８年にＪＴＲＮ－

１Ａ版を開発して以来、改良を重ね、平成２０年にＪＴＲＮ－３Ｃ版を開発し現在に至っています。「ＪＴＲＮ」は、多く

の物流事業者ならびに荷主企業に利用されています。 
 
一方、インターネット時代を迎え、ＥＤＩネットワーク基盤も専用線やＶＡＮからインターネットに移行されつつあり、企

業間電子商取引の緊密なコラボレーションが必要とされるようになり、企業間コラボレーションを実現するためにＷｅｂ－

ＥＤＩが広く利用されつつありますが、各社独自のＥＤＩ仕様や人手操作などの課題も生じてきています。 
このような背景を受け、先進的な荷主業界ではＸＭＬ／ＥＤＩ標準を開発し、従来型のＥＤＩ標準から徐々にＸＭＬ／ＥＤ

Ｉ標準に移行しつつあります。当初の開発対象は受発注業務が中心ですが、一部の荷主業界では物流業務を対象としたＸＭ

Ｌ／ＥＤＩ標準を開発しつつあります。 
 
このような状況に鑑み、（一社）日本物流団体連合会 物流ＥＤＩセンターでは、平成１８年にインターネット利用を前提

とした次世代の物流ＥＤＩ標準である「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」Ver01-01を開発しました。以来、毎年改良を重ね、平成

２６年に「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」Ver02-03を開発し現在に至っています。 

「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」のバッチ型プロセスは、「ＪＴＲＮ」の機能を継承しています。バッチ型プロセスは、企業間

コラボレーションの進展とともに、徐々に「ＪＴＲＮ」から「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」に移行していくものと考えられま

すが、しばらくの間は、「ＪＴＲＮ」とこの「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」は併用されるものと想定しています。 
 

２．「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」の体系 
２．１ 「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」の構成 
本標準は、以下の定義書などで構成されています。 
①ビジネスプロセス編（第Ⅱ編） 
企業間の情報交換の手順、前提条件、交換情報の種類などのビジネスプロセスに係わる事項を定義しています。 

②ビジネスドキュメント編（第Ⅲ編） 
ビジネスプロセス定義書に基づき、企業間で交換するビジネスドキュメント（従来のメッセージに相当）を定義してい

ます。ＪＴＲＮメッセージをビジネスドキュメントに移行するに当たって、使用実績などを考慮しスリム化を行ってい

ます。 
③データ項目辞書編（第Ⅳ編） 
ビジネスドキュメントを構成するデータ項目、共通コードなどを定義しています。 

④実装編（第Ⅴ編） 
ビジネスプロセス定義書、ビジネスドキュメント定義書に基づきＥＤＩシステムを構築するための実装ガイドなどにつ

いて記載しています。 
⑤ＸＭＬスキーマ（電子媒体） 
ビジネスドキュメントの定義をＸＭＬスキーマ（電子媒体）で提供します。 
 

２．２ 「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」の対象プロセス 

本標準では、国内物流に関するビジネスプロセスを対象とします。 
ビジネスプロセスとビジネスドキュメントのタイプには、下記の２

つの種類があります。（図表１－１参照） 
①ベーシック型プロセス、ビジネスドキュメント 
ＪＴＲＮのビジネスプロセスを「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」

に移行させたものを、ここでは「ベーシック型プロセス」と

呼びます。 
また、ＪＴＲＮの標準メッセージを移行したビジネスドキュ

メントを、ここでは「ベーシック型ビジネスドキュメント」

                                                  
1 物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準は一般的な名称のため、物流ＥＤＩセンターが開発した標準を示す場合には、本標準では「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標

準」とカッコを付けて区別します。 

図表１－１ ＪＴＲＮと「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」

ＪＴＲＮ
ビジネスプロセス

ベーシック型
ビジネスプロセス

コラボレイティブ型
ビジネスプロセス

ＪＴＲＮ 物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準

ＣＩＩ標準 ｅｂＸＭＬ標準

標準

基盤

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
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（注）当面はＪＴＲＮのメンテナンスも継続します。
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と呼びます。 

ベーシック型プロセスは、取引相手に対し決められた時刻に情報をまとめて送るバッチ型のビジネスプロセスです。 
②コラボレイティブ型プロセス、ビジネスドキュメント 
ＪＴＲＮには無い新しいビジネスプロセスを、ここでは「コラボレイティブ型プロセス」と呼びます。 
また、ＪＴＲＮには無い新しいビジネスドキュメントを、ここでは「コラボレイティブ型ビジネスドキュメント」と呼

びます。 
コラボレイティブ型プロセスは、メッセージを双方向に交換することによる対話型のビジネスプロセスとすることがで

きます。 
 
２．３ 「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」の特長 
本標準の特長を以下に示します。 

①国際標準ｅｂＸＭＬに準拠して開発 

・国内物流ＥＤＩ標準（ＣＩＩ）と国際物流ＥＤＩ標準（ＥＤＩＦＡＣＴ）の基盤の統一化が図れます。 

・他業界ＥＤＩ標準との相互運用性（インタオペラビリティ）が高まります。 

②インターネットを介したＥＤＩ 

・インターネットを介した高信頼性メッセージ交換が可能となります。 

・通信コストを低減できます。 

③対話型のＥＤＩが可能 

・従来のバッチ型ＥＤＩの他に、対話型ＥＤＩが実現できます。 

・ＥＤＩ化の対象プロセスを拡大できます。 

④ＪＴＲＮとの親和性 

・データ項目をＪＴＲＮと共通化し、ＪＴＲＮのプロセスを移行しています。 

・ＪＴＲＮユーザは「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」に容易に移行できます。 

・ＪＴＲＮと「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」の併用が容易にできます。 

⑤ビジネスプロセスを標準化 

・取引当事者間でのビジネスプロセス整合の手間が軽減されます。 

・アプリケーションの製品化が促進され、ＥＤＩ導入コスト低減が期待できます。 

⑥実装ガイドを提示 

・取引当事者間でのメッセージサービス機能整合の手間が軽減されます。 

・「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」の実装が容易になります。 

⑦ＸＭＬスキーマなどを電子媒体で提供 

・ＸＭＬスキーマを電子媒体でそのまま入力し、ビジネスドキュメントを自社システムのトランスレータなどに登録で

きます。 

 
２．４ 国際標準ｅｂＸＭＬとの対応関係 
ＸＭＬ／ＥＤＩの国際標準であるｅｂＸＭＬ標準との対応関係を、図表１－２に示します。 

 
２．５ ＪＴＲＮとのデータ項目辞書の共有化 
本標準のビジネスドキュメント（メッセージ）には、ＪＴＲＮのデータエレメントをそのまま使用しています。また、ビジ

ネスドキュメントのＸＭＬタグには、ＪＴＲＮのタグ番号を使用し、ＪＴＲＮのデータエレメントとの対応関係を明確にし

ています。本標準の開発においてデータ項目の追加が必要となった場合には、適宜、ＪＴＲＮデータエレメントの追加を行

います。 
このように、ＪＴＲＮのデータエレメント（共通データコードを含む）は、ＪＴＲＮメッセージと本標準ビジネスドキュメ

ントの共通辞書の役割を果たすようにしています。（図表１－３参照） 
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  図表１－２ ｅｂＸＭＬ標準との対応関係                  図表１－３ ＪＴＲＮとのデータ項目辞書の共有化 

標準の階層 ｅｂＸＭＬ標準 「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」

ＢＯＶ 
Business Operational View 

ビジネス上の取決めの側面 

ビジネスプロセス仕様 ビジネスプロセス編 
コアコンポーネント仕様 

ビジネスドキュメント編 標準コアコンポーネント 
ネーミングルール 

ＦＳＶ 
Functional Service View 

情報システム技術の側面 

ＣＰＰ、ＣＰＡ仕様 
実装編 

メッセージサービス仕様 

 
 
２．６ ＪＴＲＮメッセージとの相違点 

本標準のビジネスドキュメント（メッセージ）は、基本的にはＪＴＲＮメッセージのサブセット（当面必要と考えられるデ

ータエレメントを選定）として作成し、メッセージ構造も基本的に同じになっています。しかしながら、ＣＩＩ構文規則の

メッセージ・グループ機能（同種のメッセージを複数まとめて送信する機能）を活用し明細部を１個のみ定義した標準メッ

セージについては、本標準ではメッセージ・グループ機能が使えないため、明細部を繰り返し構造としたビジネスドキュメ

ント（メッセージ）に変更しました。これに伴い、ＪＴＲＮでは別立てであった運賃請求情報と運賃請求明細情報、倉庫料

金請求情報と倉庫料金請求明細情報などを統合しました。 
このように、ＪＴＲＮメッセージの構造を変更した新しいビジネスドキュメント（メッセージ）の名称は、「○○（明細型）」

という名称としました。 
 
３．「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」の管理方法 
３．１ 「物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準」の取扱指針 

①利用者は、物流事業者および荷主企業を想定しています。 
②本標準は、ＪＴＲＮの実務ノウハウの資産がフルに活用されて作成されています。 
③ビジネスドキュメントのスリム化を実施しているため、ＪＴＲＮメッセージにあるが本標準のビジネスドキュメントに

無いデータ項目については、利用者の要望により迅速に追加を行うこととします。 
④荷主業界に本標準の活用を提案するとともに、荷主業界の要望を積極的に取り入れて本標準の改良を進めていきます。 
⑤本標準への改良要望は、業界団体を経由して行われることが望ましいですが、本標準の利用者であれば個別企業からも

受付けます。 
⑥物流ＥＤＩセンターは、本標準を利用することによって生じた問題については、いかなる責任も負いません。 
⑦本標準は公開され無償で使用できますが、本標準の類似規格として改造され、運用されることなどを禁止します。 

 
３．２ バージョン管理の方法 
（１）バージョン識別の表記方法 

バージョン識別は、以下の要領で発番します。 

①バージョン識別の表記形式は、「Ver99-99」とします。前半の「99」はバージョン番号を表し、後半の「99」はリビジ

ョン番号を表します。 

②バージョン番号は、試作版の標準では“00”とし、正式版の標準では“01”から開始します。リビジョン番号は“01”

から開始します。 

③改定の単位は、本標準全体とします。 

（２）新バージョンへの移行 
旧バージョンのメンテナンスは原則として行わないため、新バージョンが発行された場合には、取引先と協議のうえ、で

きるだけ速やかに新バージョンに移行することとします。 
 

ＪＴＲＮ 
データエレメント 
共通データコード 

 
（物流ビジネス共通辞書）

ＪＴＲＮメッセージ 

物流ＸＭＬ／ＥＤＩ標準 
ビジネスドキュメント 



Ⅰ－4 

Copyrights © 2014 Japan Federation of Freight Industries, Logistics EDI Center All Rights Reserved 

３．３ 本標準の改定手順 
本標準の改定作業は下図の手順で行います。 
 

図表１－４ 本標準の改定手順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
４．問合わせ窓口 

本標準に関する問合わせ、改定申請などについては、下記までお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般社団法人 日本物流団体連合会 物流ＥＤＩセンター 

下記のホームページの「問合わせ窓口」 

  ＵＲＬ  http://www.butsuryu.or.jp/edi/ 

改定申請者 

本標準利用 
物流事業者

本標準利用 
荷主企業

物流業界団体 荷主業界団体

物流ＥＤＩセンター事務局 

検討ＷＧ推進部会 

①改定申請 
（ホームページ） 

②受付、内容確認 
③改定可否、 
 改定内容審議付議 

④改定可否、改定内容の審議 

⑤審議結果⑥改定内容承認付議 

⑦改定内容の承認 

⑧承認結果 

⑨改定申請結果連絡

（Ｅメール） 
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